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研究成果の概要（和文）：ハイビジョン(HDTV)(2K)をスーパーハイビジョン（SHV）(8K)にリアルタイム変換す
る技術を完成させた。SHV（8K）はHDTV(2K)の16倍の解像度を有する究極の映像システムであり、2018年の放送
がされ、今後のロードマップも総務省から示されている。放送実施には数多くの装置を新たに開発する必要があ
り、装置開発にはSHVコンテンツが（映像）必要である。本研究では、豊富に存在するHDTV(2K)コンテンツをSHV
(8K)に変換して有効活用するために、高解像度HDTV(2K)・SHV(8K)変換を実現した。

研究成果の概要（英文）：Real-time HDTV (2K)-SHV (8K) with super resolution (SR) was developed. SHV 
is an ultimate TV system that has 16 times higher resolution than HDTV. In 2018 the SHV test 
broadcasting has started and the road map was presented by the Ministry of Public Management, Home 
Affairs, Posts and Telecommunications. Various kinds of 8K equipment is necessary for the practical 
SHV broadcasting and SHV content is not sufficient even now. In this research real-time HDTV (2K)
-SHV (8K) with super resolution (SR) was developed. 

研究分野：映像のディジタル信号処理
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１．研究開始当初の背景 
SHV（8K）はテレビの最終形と考えられて
いる。国家プロジェクトである 2020 年の東
京オリンピックでは日本の技術力を世界に
アピールするとともに、国際社会における映
像文化の牽引役として期待されている。
SHV(8K)機器開発には、SHV 映像信号（以下
8K コンテンツ）が必要であるが、8K コンテ
ンツは極めて限られており、SHV(8K)機器開
発にも支障をきたす状況にある。SHV(8K)を
実用化するためには、機器開発の他に、幅広
く展示を行い、国民の理解を求める必要があ
る。 
2000 年に放送が開始された HDTV(2K)コン
テンツは豊富に存在する。HDTV(2K)コンテン
ツを SHV(8K)に変換可能であれば、HDTV(2K)
コンテンツを様々な目的に使用可能である。
しかし、HDTV(2K)を SHV（8K）コンテンツを
変換するには 16 倍の拡大が必要である。こ
のアナログテレビコンテンツから HDTV(2K)
への変換（約 4倍拡大）を遙かに超えるボケ
が発生し、このボケを改善する技術は存在し
ない。近年、再構成超解像に代表される、い
わゆる超解像技術による高解像度化の研究
が行われ、一部の HDTV(2K)テレビにも搭載さ
れている。しかし、HDTV(2K)テレビに実装さ
れている超解像機能は超解像実用化以前か
ら用いられている従来技術と大差が無いこ
とが証明されており（8P 研究業績：論文 7）、
その効果は期待できない。HDTV(2K)・SHV(8K)
変換では、従来技術とは全く異なる新たな高
解像度化技術を研究し、変換映像が SHV(8K)
と呼ぶにふさわしい高解像度映像を創り出
す必要がある。 
 
２．研究の目的 
ハイビジョン(HDTV)(2K)をスーパーハイビ
ジョン（SHV）(8K)にリアルタイム変換する
技術を完成させる。SHV（8K）は HDTV(2K)の
16 倍の解像度を有する究極の映像システム
であり、2018 年の放送が予定されており、総
務省からロードマップも示されている。放送
実施には数多くの装置を新たに開発する必
要があり、装置開発にはSHVコンテンツが（映
像）必要である。本研究では、豊富に存在す
るHDTV(2K)コンテンツをSHV(8K)に変換して
有効活用するために、HDTV(2K)・SHV(8K)リ
アルタイム変換装置を開発する。開発する変
換装置では、16 倍拡大を実現不可能としてい
た理論的解像度の限界を非線形信号処理に
よって打破し、高解像度 HDTV(2K)・SHV(8K)
変換を実現する。変換における遅延時間は、
2 フレーム以下超高速変換を実現し、放送等
の低遅延変換を実現することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
平成 2７年度には、[目的 1]HDTV(2K)・
SHV(8K)変換に対しても有効な高解像度化技
術を確立するために、[課題 1-1]非線形超解
像を SHV(8K)映像へ適用しての課題抽出、お

よび[課題 1-2]映像中の高周波成分存在領域
の特定手法を完成させる。両課題は、常にリ
アルタイムでのハードウェア動作を考慮し
た構成とする。平成 28 年度には、[課題 1-
１]および[課題 1-2]の成果を組み合わせて、
[課題 1-３]SHV(8K)への高周波成分多重法を
確立するとともに、[課題 1-４]SHV(8K)用高
解像度成分生成手法を確立する。平成 2９年
度には、過去２年間の成果を統合し、[目的
2]リアルタイム動作可能な HDTV(2K)・
SHV(8K)変換装置の開発を達成するために、 
[課題２]リアルタイムハードウェアの実現
を行う。 
 
４．研究成果 
 計画通り期間内に超解像機能を搭載した
ハイビジョン(2K)-SHV（8K）のリアルタイム
変換装置を開発した。 
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